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１．ＹＡＣ分団・団員が共通の意識を持って取り組むことのできる、プログラムを実
施。①共通プログラム、②月別トピック、③モデル活動の３段階に分けて計画。

①共通プログラム
ＹＡＣ団員が必ず取り組むプログラムとして、今年度は、 「皆既日食」・「ロケッ
ト・人工衛星」を選定。
②月別トピック
各月のトピックに関する情報を提示。
③モデル活動

平成平成平成平成21212121年度年度年度年度YACYACYACYAC活動について活動について活動について活動について
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③モデル活動
各月のモデルとなる活動を提示。
※②～③については、宇宙教育だよりとしてＥメール配信（11月～1月は未配信）
をおこなった。

２．共通プログラムを実施するにあたっての目標として、①水ロケットの全国大会
（１１月２２日）、②子ども衛星アイデアコンテスト（１２月～１月）を実施。

３．上記とは別に、ホンモノ体験活動を本部活動として提供。

４．ＹＡＣ団員向けに、宇宙教育テレビ（月２回）、宇宙のとびらの配布（年４回）、
宇宙教材の配布（年５回）、ＹＡＣ通信（配布物に封入）を実施。



２１年度活動

月別トピック

共通
プログラム

４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月 ７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月 １０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月 １２月１２月１２月１２月 １月１月１月１月 ２月２月２月２月 ３月３月３月３月

ロケット・人工衛星 （８月～９月：子ども衛星アイデアコンテスト／１１月：水ロケットコンテスト２００９）

皆既・部分日食観察 （７月２２日）

モデル

ガガーリン
人類初の
宇宙飛行
(4/12)

宇宙基本
計画の制定

「きぼう」の
完成

皆既日食
(7/22)

H-IIA/H-IIB

ロケット
打上げ

（夏季）

宇宙の日
(9/12)

世界
宇宙週間

水ロケット
コンテスト
11/22
（全国大会）

野口
宇宙飛行士
長期滞在

おおすみ
打上げ
４０周年
（2/11）

山崎宇宙飛
行士（副団
長）宇宙へ

作文・絵画

2010年
注目トピック

（プラネットＣ
など）
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ホンモノ
体験活動

宇宙教育テレビ（月２回）／宇宙のとびら（年４回）／宇宙教材の配布（年５回）／ＹＡＣ通信（配布物に封入）

モデル
活動

つくば

スペース
キャンプ
3/29-30

宇宙☆未
来創造プ
ロジェクト

作文・絵画
コンテスト
(4月～7月) 木漏れ日

観察

子ども衛星
アイデア
コンテスト
12/1-1/31

水ロケット
活動

（活動教材集）

皆既日食
キャンプ
7/20-24

小4-中3

（種子島）

種子島
ｽﾍﾟｰｽｷｬﾝﾌﾟ
8/17-21

小4-中3

NASA

2大宇宙センター
体験活動
3/15-22

大気と真空
について
考えよう
（活動教材集）

手作り
望遠鏡

（活動教材集）

自然観察
（活動教材集）

宇宙食作り
（活動教材集）

宇宙服
（活動教材集）

人工衛星を
よく知ろう
（活動教材集）

年間の振り
返り活動

H-IIBロケット
打上げ見学
体験活動
9/10-11

リーダー対象

ロボット
アーム

（活動教材集）

太陽系の
大きさを
体感しよう
（活動教材集）

銀河教室
inつくば
9/20-21

2010

YAC夢プ

ロジェクト
1/1-2/15

ハロー!

ヒューストン！
(宇宙飛行士さん・
こんにちは！）

8/29

12/27

▲「きぼう」日本実験棟完成記念
ﾚﾌﾟﾘｶﾌﾞﾙｰｽｰﾂの販売

▲ｿﾕｰｽﾞ打上成功記念
ﾚﾌﾟﾘｶﾌﾞﾙｰｽｰﾂの販売
▲福袋
限定100個販売

▲｢宇宙飛行士になった子どもたち」
YAC企画岩崎書店発行

グッズ販売
（参考）



ＪＡＸＡ×ＹＡＣ宇宙連携 子ども向け宇宙・科学冊子「宇宙のとびら」

発行：JAXA宇宙教育ｾﾝﾀｰ
編集：「子供の科学」編集部誠文堂新光社
発行･編集協力：日本宇宙少年団（ＹＡＣ）

創刊号創刊号創刊号創刊号 ２号２号２号２号 ３号３号３号３号 ４号４号４号４号 ５号５号５号５号 ６号６号６号６号 ７号７号７号７号 ８号８号８号８号 ９号９号９号９号 １０号１０号１０号１０号

宇宙教育ｾﾝﾀｰにおけるｺｽﾞﾐｯｸｶﾚｯｼﾞや指導者ｾﾐﾅｰ参加者及びYAC会員を対象に配布

▲
打ち上げから1年たった
月周回衛星「かぐや」が伝えた

ＩＳＳに長期滞在中の若田光一
宇宙飛行士についての最新
情報を紹介します。

▼
打ち上げに成功した
日本の新型ロケットＨ－2Ｂ
について紹介します。
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月探査機「かぐや」
の打ち上げにあわせて
月をテーマにした記事
を中心にお届けします

国際宇宙ステーション
「きぼう」日本実験棟の
打ち上げを特集します。

超高速インター
ネット衛星「きずな」
をご紹介します。

打ち上げに成功した
「きぼう」の「船内実験室」
を特集します。

国際宇宙ステーションを
実際に目で見る方法を
ご紹介します。

日本人として初めて国際宇宙ステーション（ISS）

長期滞在クルーとしてスペースシャトルに搭乗し

宇宙飛行する若田宇宙飛行士が特集されます。

▲

▲

▲

▲

▲

▲

月周回衛星「かぐや」が伝えた
データからわかってきたことを
紹介します。

▼

について紹介します。

▼



ＹＡＣ会員向け配布教材

テーマ

宝くじ協会
助成事業

４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月

１回目１回目１回目１回目

７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月

２回目２回目２回目２回目

１０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月

３回目３回目３回目３回目

１２月１２月１２月１２月 １月１月１月１月

４回目４回目４回目４回目

２月２月２月２月

５回目５回目５回目５回目

３月３月３月３月

子ども宇宙教育活動用教材の製作及び配布

（平成２１年４月～平成２２年３月）

太陽系
ものがたり
～日食～

月
ものがたり

地球
ものがたり

ロケット
ものがたり

月
ものがたり
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ﾍﾟｰﾊﾟｰｸﾗﾌﾄ
または
工作物

日時計の
作り方

ｾﾚｰﾈﾍﾟｰ
ﾊﾟｰｸﾗﾌﾄの
作り方

地球ﾌﾟﾚｰﾄﾊﾟ
ｽﾞﾙの
作り方

ｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙ
ﾍﾟｰﾊﾟｰｸﾗﾌﾄ
の作り方

（企画中）



愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２００９」愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２００９」愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２００９」愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２００９」 実施報告実施報告実施報告実施報告

平成平成平成平成21212121年年年年11111111月月月月21212121日（土）～日（土）～日（土）～日（土）～22222222日（日）日（日）日（日）日（日）
「日本水ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ「日本水ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ「日本水ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ「日本水ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ2009200920092009」実行委員会」実行委員会」実行委員会」実行委員会



地区大会

地区大会地区大会地区大会地区大会
「日本水ロケットコンテスト２００９」は、全国約１３０分団で宇宙教育実践活動を行う日本宇宙少年団
を中心に、今夏以降、全国１０地区１４会場にて地区大会を開催全国１０地区１４会場にて地区大会を開催全国１０地区１４会場にて地区大会を開催全国１０地区１４会場にて地区大会を開催し、定点部門、飛距離部門から上定点部門、飛距離部門から上定点部門、飛距離部門から上定点部門、飛距離部門から上
位２名を選出し、４名の異年齢チームにより決勝大会を目指位２名を選出し、４名の異年齢チームにより決勝大会を目指位２名を選出し、４名の異年齢チームにより決勝大会を目指位２名を選出し、４名の異年齢チームにより決勝大会を目指しました。

コンテスト参加資格コンテスト参加資格コンテスト参加資格コンテスト参加資格

日本宇宙少年団を中心に、一般参加者を含む小学４年生～高校３年生の男女小学４年生～高校３年生の男女小学４年生～高校３年生の男女小学４年生～高校３年生の男女 。

競技内容競技内容競技内容競技内容
定点部門 ：飛距離５０ｍ先に的となる円を描き、円中心を狙って飛ばし、一番近くに落下させる。
飛距離部門 ：手押しポンプで規定量の空気を入れ、出来るだけ遠くに飛ばす。
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大会スケジュール（開催１０地区１４会場）大会スケジュール（開催１０地区１４会場）大会スケジュール（開催１０地区１４会場）大会スケジュール（開催１０地区１４会場）
①北海道地区（１会場） 8月29日（土）北海道（余市郡余市町）余市町運動公園
②東北地区（１会場） 分団内より選抜

③関東地区（２会場） 8月23日（日） 群馬県（館林市） 向井千秋記念子ども科学館 東広場
7月20日（月・祝)神奈川県（相模原市）三段の滝下 多目的広場

④北陸地区（１会場） 10月17日(土)石川県（金沢市）キゴ山天体観測センター
⑤東海地区（２会場） 8月 2日(日)愛知県（一宮市）光明寺公園球技場

9月21日(火)岐阜県（各務原市） かかみがはら航空宇宙科学博物館

⑥近畿地区（１会場） 7月26日(日)兵庫県（芦屋市）芦屋市総合公園
⑦中国地区（１会場） 9月20日(日)広島県（呉市）呉ポートピア公園隣接埋立地
⑧四国地区（１会場） 分団内より選抜
⑨九州地区（２会場） 8月28日(金)～30日(日)熊本県（阿蘇市）国立阿蘇青少年交流の家

10月17日(土)～18日(日)鹿児島県（霧島市）県立霧島自然ふれあいｾﾝﾀｰ

⑩沖縄地区（１会場） 分団内より選抜



愛・地球博記念

「日本水ロケットコンテスト２００９」
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「日本水ロケットコンテスト２００９」

（決勝大会）

２００９．１１．２１～２２
愛・地球博記念公園大芝生広場



実施概要

（（（（1111）実施概要）実施概要）実施概要）実施概要

タイトル ： 愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２００９」

日 時： 平成２１年１１月２１日（土） １１：００～２０：００

２２日（日） １０：００～１７：００

会 場： 愛・地球博記念公園
◎大芝生広場
水ロケット競技会、打上げﾃﾞﾓｽﾄﾚｰｼｮﾝ、ﾐﾆﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ工作教室
◎温水ﾌﾟｰﾙ・ｱｲｽｽｹｰﾄ場間 外部ﾎﾜｲｴ
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◎温水ﾌﾟｰﾙ・ｱｲｽｽｹｰﾄ場間 外部ﾎﾜｲｴ
宇宙開発展示（JAXA・YAC･IHIｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ・MHI）、宇宙服試着ｺｰﾅｰ、
宇宙ｸﾞｯｽﾞ販売

あいち健康プラザ
◎親睦会（健康宿泊館3F お食事処「ｻﾙｰﾃ」）

参加対象： 小学４年生～高校３年生及び一般

目 的： 愛・地球博記念「日本水ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ2009」は、科学の楽しさや不思議さに触れ、科学
への関心や冒険心、探究心を喚起するとともに愛・地球博の理念を継承し、全国の子
ども達とふれあうことにより、科学的思考やﾁｰﾑﾜｰｸを育み、宇宙を通して地球的課題
の解決に貢献できる青少年育成を目的とする。



実施概要

（（（（2222）主催）主催）主催）主催
愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２００９」実行委員会
構成／愛知県、日本宇宙少年団（ＹＡＣ）、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、
NPO法人子ども・宇宙･未来の会（ＫＵ－ＭＡ）

（（（（3333）共催）共催）共催）共催
財団法人日比科学技術振興財団

（（（（4444）後援）後援）後援）後援
内閣官房 宇宙開発戦略本部、文部科学省、経済産業省、株式会社中日新聞社、
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内閣官房 宇宙開発戦略本部、文部科学省、経済産業省、株式会社中日新聞社、
全国小学校理科研究協議会、全国中学校理科研究協議会、日本ロケット協会、
日本機械学会宇宙工学部門運営委員会、日本航空宇宙学会

（（（（5555）協賛）協賛）協賛）協賛
㈱ＩＨＩ、㈱ＩＨＩエアロスペース、日本航空、日本電気㈱、日本無線㈱、三菱重工業㈱、三菱電機㈱、
(社)中部航空宇宙技術センター、名古屋情報ﾒﾃﾞｨｱ専門学校/名古屋医療情報専門学校、
アリアンスペース社、フランス国立宇宙研究センター（ＣＮＥＳ）

（（（（6666）協力）協力）協力）協力
サントリー Ｃ・Ｃレモン

（（（（7777）来園者数）来園者数）来園者数）来園者数
11/21（土）5,700人（うち、大芝生及び展示ｺｰﾅｰ来場者数は約600人）
11/22（日）5,500人（うち、大芝生・工作教室・展示ｺｰﾅｰ来場者数は約700人）



実施概要

（２）会場レイアウト（２）会場レイアウト（２）会場レイアウト（２）会場レイアウト

定点競技会場
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展示会場

定点競技会場



実施プログラム（１日目：21日（土））

時間 活動内容 場所

１１：００～１４：３０

１２：００～１７：００

デモンストレーション飛行
（パラシュート型水ロケット、ペンシル型水ロケット）
11:00～/12:00～/13:00～/14:00～・各回30分ずつ実施

宇宙開発展示、宇宙服試着体験コーナー

愛・地球博記念公園・大芝生広場

温水ﾌﾟｰﾙ、ｱｲｽｽｹｰﾄ場間
展示会場

１５：００～１７：００ ロケット専門家による講演会 一般参加プログラム（事前申込制）） 愛知国際児童年記念館「こどもﾎｰﾙ」
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１５：００～１７：００ ロケット専門家による講演会 一般参加プログラム（事前申込制））

「ﾛｹｯﾄが拓く未来」 的川泰宣氏

「きみもﾛｹｯﾄ博士になろう！」 JAXA職員 竹前俊昭氏

愛知国際児童年記念館「こどもﾎｰﾙ」

（デモンストレーション飛行） （愛知国際児童年記念館「こどもﾎｰﾙ」）（宇宙開発展示会場）

（的川泰宣氏による基調講演）

（竹前俊昭氏による講演）

活動写真



実施プログラム（２日目：22日（日））

時間 活動内容 場所

【工作教室】
９：００～１１：４５

【展示】
９：００～１７：００

【競技会】
１０：００～

ﾐﾆﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ製作・打上げ体験教室
（一般参加プログラム（事前申込制））

宇宙開発展示、宇宙服試着体験コーナー

閉会式

愛・地球博記念公園屋根付ﾃﾝﾄ内

温水ﾌﾟｰﾙ、ｱｲｽｽｹｰﾄ場間 展示会場

愛・地球博記念公園大芝生広場
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１０：００～

１０：１５～１１：４５

１１：４５～１２：４５

１２：５０～１５：１０

１５：１０～１５：４０

閉会式

機体審査、水ロケット競技会（定点部門）

デモンストレーション飛行
（モデルロケット、アイデア水ロケット）
水ロケット競技会（飛距離部門）

表彰式・閉会式
（愛知県副知事稲垣隆司氏、（財）日本宇宙少年団理
事長松本零士氏）

愛・地球博記念公園大芝生広場

１５：４０～１６：００ デモンストレーション飛行
（ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ型水ﾛｹｯﾄ、ﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ）



活動写真（２日目：22日（日））

【【【【工作教室工作教室工作教室工作教室】】】】 ◆◆◆◆一般参加プログラムへの応募について一般参加プログラムへの応募について一般参加プログラムへの応募について一般参加プログラムへの応募について
『愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト2009」講演会』（11月21日（土））
（１）参加費：無料 （２）定員：１５０名（先着順・定員になり次第締切） （３）応募資格：小学校高学年から高校生までとするが、小学校低学年は保護者同伴（18歳以上で１名の
み）で参加。
『愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト2009」ミニペンシル型水ロケット製作・打上げ体験教室』（11月22日（日））
（１）参加費：無料 （２）定員：100名（※9時(受付開始8時30分)・10時20分(受付開始10時)の2回実施 いずれも定員50名、定員になり次第締切）
（３）応募資格：小学校高学年から高校生までとするが、小学校低学年は保護者同伴（18歳以上で１名のみ）で参加。
◆◆◆◆参加申込みの方法について参加申込みの方法について参加申込みの方法について参加申込みの方法について
・事前申込制により、先着順で受付を行い定員になり次第終了とした。
・往復はがきで必要事項（郵便番号、住所、参加児童・生徒（小学校低学年の場合は保護者）の氏名・ふりがな、年齢、電話番号）、希望される活動名（①講演会、
②ミニペンシル型水ロケットのいずれか１活動を記入）を往信裏面に記入の上、下記の「申込先・問い合わせ先」まで応募とした。
・１枚の往復はがきで上記の①、②のいずれか１活動あたり・最大３名まで申込が可能とした。返信用はがきの表面に返信先の住所、氏名を記入いただき、返信裏面は、
当日の参加券とした。

◆◆◆◆申込先申込先申込先申込先・・・・問い合わせ先について問い合わせ先について問い合わせ先について問い合わせ先について
460-8501（住所記載不要 郵便番号を必ず記載ください。） 愛知県産業労働部新産業課科学技術推進室内
愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト2009」係 電話052-954-6349

「ﾐﾆﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ」工作教室の様子「ﾐﾆﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ」工作教室の様子「ﾐﾆﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ」工作教室の様子「ﾐﾆﾍﾟﾝｼﾙ型水ﾛｹｯﾄ」工作教室の様子
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※※※※当日は、当日は、当日は、当日は、1回目子ども回目子ども回目子ども回目子ども44名、保護者名、保護者名、保護者名、保護者16名の計名の計名の計名の計60名／名／名／名／2回目回目回目回目47名、保護者名、保護者名、保護者名、保護者22名の計名の計名の計名の計69名の方が参加されました。名の方が参加されました。名の方が参加されました。名の方が参加されました。 14



活動写真（２日目：22日（日））

【【【【宇宙開発展示・宇宙服試着コーナー宇宙開発展示・宇宙服試着コーナー宇宙開発展示・宇宙服試着コーナー宇宙開発展示・宇宙服試着コーナー】】】】

15
宇宙服試着人数宇宙服試着人数宇宙服試着人数宇宙服試着人数
11/21（土）子ども43人、大人26人 計69人

11/22（日）子ども73人、大人53人 計126人



活動写真（２日目：22日（日））

【【【【競技会競技会競技会競技会】】】】 （開会式の様子）
（水ロケット競技（定点部門）の様子）

16

16



活動写真（２日目：22日（日））

【【【【競技会競技会競技会競技会】】】】

17
（モデルロケット デモンストレーション飛行） （アイデア水ロケット デモンストレーション飛行）

17



活動写真（２日目：22日（日））

【【【【競技会競技会競技会競技会】】】】 （水ロケット競技（飛距離部門）の様子）

18
18



活動写真（２日目：22日（日））

【【【【競技会競技会競技会競技会】】】】 （表彰式・閉会式の様子）

（愛知県副知事稲垣様よりご挨拶）（雨により急遽屋内にて表彰式・閉会式）（ご協力：ｻﾝﾄﾘｰ C･Cﾚﾓﾝ）

19

（松本理事長よりご挨拶） （的川実行委員長より表彰） （ＹＡＣ足立梨花ｷｬﾌﾟﾃﾝより副賞授与）

（愛知県産業労働部長富吉様よりご挨拶） （記念撮影）（総合優勝のﾌﾗｲﾄ･ﾌｫｰｽ近畿ﾁｰﾑ）
19



競技結果

20



競技結果

21



１．21年度同様、①共通プログラム、②月別トピック、③モデル活動の３段階に分け
て計画。
①共通プログラム
ＹＡＣ団員が必ず取り組むプログラムとして、22年度は、 「ロケット・人工衛星・ＩＳＳ
プログラム」・「宇宙アサガオの栽培」・「2011ＹＡＣ夢プロジェクト」を選定。
②月別トピック
各月のトピックに関する情報を提示。
③モデル活動
各月のモデルとなる活動を提示。

平成平成平成平成22222222年度年度年度年度YACYACYACYAC活動について活動について活動について活動について

22

各月のモデルとなる活動を提示。
※②～③については、宇宙教育だよりとしてＥメール配信をおこなう

２．共通プログラムを実施するにあたっての目標として、①水ロケットの全国大会（９
月１８-１９日）、②子ども衛星アイデアコンテスト（９月～１０月）を実施。

３．上記とは別に、ホンモノ体験活動を本部活動として提供。

４．ＹＡＣ団員向けに、宇宙教育テレビ（月２回）、宇宙のとびらの配布（年４回）、宇
宙教材の配布（年５回）、ＹＡＣ通信（配布物に封入）を実施。

５．中・高校生向けのプログラムとして、缶サット・モデルロケットプログラムを実施



２２年度活動

月別トピック

共通
プログラム

４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月 ７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月 １０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月 １２月１２月１２月１２月 １月１月１月１月 ２月２月２月２月 ３月３月３月３月

「ロケット・人工衛星・ＩＳＳプログラム」
「宇宙アサガオの栽培」・「2011夢プロジェクト」

モデル

山崎副団長
の帰還
ハッブル
20周年
ＡＬＭＡ計画
Yuri’s night

など

金星探査機
「あかつき」
打上げ

はやぶさの
地球帰還 すざく5周年

準天頂衛星
「みちびき」

打上げ

宇宙の日
(9/12)

ＩＳＳ長期滞
在開始から
10年
世界宇宙週間

航空100年
皆既月食

日本人有人
飛行20年

作文・絵画
放射線を 子ども衛星

H-IIBロケッ
ト2号機打上
げ

ＧＰＳで

文化の日
芸術の秋

商業旅行
開始？

古川副団長
宇宙へ
（2011春）

23

ホンモノ
体験活動

YAC本部活動 宇宙教育テレビ（月２回）／宇宙のとびら（年４回）／宇宙教材の配布（年５回）／ＹＡＣ通信（配布物に封入）

缶サット・モデルロケット缶サット・モデルロケット

モデル
活動

つくば

スペース
キャンプ
毎月1回
（調整中）

作文・絵画
コンテスト
(4月～7月)

放射線を
見よう！
（活動教材集）

子ども衛星
アイデア
コンテスト
12/1-1/31

種子島
ｽﾍﾟｰｽｷｬﾝﾌﾟ

8/9-13

小4-中3

NASA

2大宇宙センター
体験活動
(時期未定）

中・高校生
プログラム

中華なべの
BSアンテナ
（活動教材集）

画用紙
火薬ロケット
（活動教材集）

宇宙で音楽を
奏でよう

月食観察

航空関連
（活動教材集）

微小重力
状態の観察
（活動教材集）

ロケット
打上げ見学
体験活動

宇宙服
宇宙食
選抜試験
（活動教材集）

ハロー!

ヒューストン！
（時期・

回数調整中）

みんなで金
星を観察し
よう

（JAXA KU-
MA連携）

ﾍﾟｰﾊﾟｰｸﾗﾌﾄ
人工衛星
（はやぶさ）
（活動教材集）

ＧＰＳで
宝さがし
（活動教材集）

宇宙服
宇宙食
選抜試験
（活動教材集）

ロケット
打上げ見学
体験活動

ロケット
打上げ見学
体験活動

調布

スペース
キャンプ



ＹＡＣ会員向け配布教材

ＹＡＣ
教材
発行

（テーマ）

４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月 ７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月 １０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月 １２月１２月１２月１２月 １月１月１月１月 ２月２月２月２月 ３月３月３月３月

子ども宇宙教育活動用教材の製作及び配布

（平成２２年４月～平成２３年３月）

測位衛星／
地球観測衛星

有人
宇宙飛行

金星／
惑星関連

天文

24

（テーマ）

宇宙の
とびら
発行

宇宙のとびら
連載コーナー「みんなで考えよう」
の分団での取り組み



１．水ロケットコンテスト2010
日程：2010年9月18-19日
場所：愛・地球博記念公園（愛知県長久手町）
※地区からの代表（リーダーを含む）は，８月１０日迄に本部に報告をお願いします。

２．宇宙アサガオの栽培

・３月 山崎直子宇宙飛行士の公式飛行記念品として、朝顔の種が、宇宙へ行く予定。
（朝顔の種は昨年９月に種子島宇宙センターで採取）

・５月～９月
希望分団に可能な範囲の数で配布し、分団で栽培する。

（共通プログラム）

25

希望分団に可能な範囲の数で配布し、分団で栽培する。
但し、栽培記録の提出、種の採取を義務付けます。

３．２０１１ＹＡＣ夢プロジェクト

・「種子島行き2011夢シート」＆「自分用夢シート」を12月の配布物に封入。（ダウンロード（カラー版）も
対応）
・シートを切り取り、ロケット型シートに、「名前」、「2011年あなたの夢・目標」「日付」を書いてＹＡＣ本部に
送付。

・ロケットの折り紙に記入した宇宙への夢を、種子島宇宙センター所長に届け、センター内にある宇宙科
学技術館にて1 年間掲示する予定。


